
ショックボタンがないオートショック AED があります。

ショックボタンを有さない AED（以下 「オートショック AED」という。）が令和３年 ８月から

販売がされています。

この AED が、電気ショックが必要と判断した場合、救助者がショックボタンを押すことがなく、自動で

電気ショックを実施。

従来は救助者が手動でショックボタンを押しますが、オートショック AED では、傷病者から離れ

るよう音声ガイドが流れ、カウントダウンまたはブザーの後、自動的に電気ショックが実施されま

す。

救助者等が電気ショックの際に、患者から離れることが遅れ、患者に触れていた場合、救助者等

が放電エネルギーにより感電するおそれがあるので注意が必要です。

オートショック AED の機種には、ロゴマークを表示することで、救助者などがオートショック AED

と認識できるよう表示されています。

従来型の AED オートショック AED

心電図を解析中です・・・・

電気ショックが必要です・・・充電中です。

患者から離れてください。

電気ショックを行います。

3 秒前『3・2・1』カントダウン後に自動

で電気ショック

電気ショックが行われました。

直ちに胸骨圧迫と人工呼吸を開始してください。

患者から離れてください。オ

レンジ色（点滅）のボタンを

押してください。

AED パッドを張り付けた後に

「オートショック AED」

ロゴマーク


